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技術の特徴
食品のアレルギーや炎症に対する効果を調べるためには、炎症によって引き起こされる血管透過

性亢進を測定する方法が用いられる。そこで、従来法（図１）にかわる高感度迅速測定法（図２）を
開発した。

従来技術・従来の問題点：変異原性を有する色素を用いること、またこの色素を皮膚から抽出す
るにあたり、酸・アルカリ、あるいはアセトンなどの有機溶媒を用いることから、実験者の健康や環
境への負荷が大きい。また、多段階の操作が入るために、時間がかかり、測定誤差も大きい。

本特許は、血漿成分の指標として、変異原性を有する色素に変えて蛍光ラベルしたアルブミンを
用いることにより、測定の安全性と感度が向上した。さらに多検体を同時に測定できるマルチプ
レートリーダーを用い、皮膚内の蛍光値をダイレクトに測定できる。

研究の内容

今後の展開

本改良法は、動物モデルにおける食品・医薬品等の抗アレルギー・抗炎症活性評価に用いる血

管透過性測定にあたり、従来法より測定誤差も小さく、環境負荷等も少なくてすむことから、より高
感度迅速な測定法として使用可能であることから、使用実績を増やす。
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機能性

農研機構

食品総合研究所

分光光度計による測定
（接種箇所毎測定）

皮膚を切り取り、細断して、アルカリで
一晩加水分解。酸で中和した後、
アセトンで色素を抽出、遠心分離後に
上清を分光光度計で測定する

従来法
（１日以上）

改良法
（２時間）

ダイレクトブルー色素（従来法）
or 蛍光標識したアルブミン（改良法）
を尾静脈より投与

背部皮内に
起炎剤を接種

皮膚を切り取り、細断して、アルカリで
一晩加水分解。酸で中和した後、
アセトンで色素を抽出、遠心分離後に
上清を分光光度計で測定する

従来法
（１日以上）

改良法
（２時間）

マルチプレートリーダー
による測定（多検体同時測定）


